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Lymphangiography. Radiological Sociaty of North America 90th 
Scientific Assembly and Annual Meeting. 2004 Nov28-Dec03; Chicago, 
USA. 
 



Ｂ 国内学会 

１）特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 

1) 山田 惠．脳血管内外科治療領域の画像診断 up date．第 3回脳神経血管内

外科フォーラム．2004 年 3 月 21 日；名古屋． 

 

2) 山田 惠．脳腫瘍・脳血管障害．専門医試験講習会．2004 年 7 月 12 日；東

京． 

 

3) 山田 惠．脳灌流画像の使い方と臨床的意義（中枢神経カテゴリカル・コー

ス）．第 32 回日本磁気共鳴医学会．2004 年 9 月 17 日；大津． 

 

4) 山田 惠．MR 脳灌流画像：基礎と実践．第 8回 MR 実践講座「急性期脳梗塞

の MRI」．2004 年 12 月 11 日；東京． 

 

5) 牛嶋 陽．教育講演；PET 時代における SPECT の役割．第 248 回日本核医学

技術学会近畿地方会．2004 年 5 月 8 日；大阪． 

 

6) 木津 修、西村恒彦．カテゴリカルコース 臨床 MRS：脳腫瘍の 1H MRS．

第 32 回日本磁気共鳴医学会大会．2004 年 9 月 17 日；滋賀． 

 

7) 奥山智緒．FDG-PET による画像診断．京都府国民健康保険診療報酬審査委員

会学術研究会．2004 年 7 月 24 日；京都． 

 

8) 奥山智緒. 腫瘍臨床における FDG-PET．高槻医師会学術研究会．2004 年 7 月

29 日；高槻． 

 

9) 奥山智緒．施設紹介．ＰＥＴサマーセミナー．2004 年 8 月 23 日；東京． 

 

10) 奥山智緒．予防医学における PET 検診．第 44 回日本核医学会総会公開市民

講座．2004 年 10 月 30 日；京都． 

 

11) 奥山智緒．腫瘍臨床における FDG-PET 検査の役割．中京東西医師会合同学術

集談会．2004 年 11 月 6 日；京都． 

 

12) 奥山智緒．腫瘍臨床を変える新しい画像診断―PET を中心に―．宇治久世医

師会学術講演会．2004 年 11 月 20 日；京都． 



 

13) 伊藤博敏．膀胱癌の画像診断，第 92 回日本泌尿器科学会総会，2004 年 4 月

12 日；大阪． 

 

14) 伊藤博敏．小児がんにおける画像診断．第 20 回日本小児がん学会．2004 年

11 月 21 日；京都． 

 

２）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 

1) 山田 惠．拡散テンソル画像法の基礎と臨床 –拡散テンソル MR 画像法はこう

使える- 臨床応用：腫瘍・梗塞・出血．第 33 回日本神経放射線学会．2004

年 2 月 5 日；大阪．  

 

３）一般講演（ポスター発表を含む） 

1) 山上卓士、加藤武晴、田中 治、廣田達哉、西村恒彦. 深部静脈血栓症に対

する IVR 治療における Gunther tulip vena cava filter の使用経験. ワー

クショップ 第 45 回日本脈管学会総会. 2004 年 10 月 29 日；札幌． 

 

2) 西田香織、飯田茂晴、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、成岡慶子、西村恒彦、

荻野史郎、樋口濃史. 生体肝移植後の肝静脈狭窄に対し血管拡張術を施行し

た１例. 第 276 回日本医学放射線学会関西地方会．2004 年 1 月 17 日；大阪． 

 

3) 山上卓士、飯田茂晴、加藤武晴、廣田達哉、園山輝久、中尾暢希、落合登志

哉、市川大輔、山岸久一、竹内義人、西村恒彦. 門脈閉塞に対し TIPS を主

体とした種々の IVR 治療を施行した一例. 日本血管造影･IVR 学会 第 15 回

関西地方会．2004 年 2 月 21 日；大阪． 

 

4) 若林良浩、貝原 聡、牛込秀隆、荻野史郎、樋口濃史、秋岡清一、岡本雅彦、

落合登志哉、生駒久視、山上卓士、田中紘一、吉村了勇. 急速な肝腫大によ

りびまん性肝静脈狭窄を来たした一例. 肝移植研究会．2004 年 7 月 1 日；東

京． (移植・一般外科学教室と共同) 

 

5) 市橋成夫、田中 治、伊藤博敏、久保田浩史、廣田達哉、加藤武晴、山上卓

士、西村恒彦. 短期間で画像所見に変化を認めた肝細胞癌の一例. 第 277 回

日本医学放射線学会関西地方会．2004 年 6 月 26 日；大阪． 

 

6) 山上卓士、加藤武晴、田中 治、廣田達哉、西村恒彦. 深部静脈血栓症に対



する治療における Gunther tulip vena cava filter の使用経験. 日本血管

造影･IVR 学会 第 16 回関西地方会. 2004 年 9 月 11 日；奈良． 

 

7) 山上卓士、加藤武晴、田中 治、廣田達哉、西村恒彦. 深部静脈血栓症に対

する治療における Gunther tulip vena cava filter の使用経験. 第 11 回

肺塞栓症研究会・学術集会. 2004 年 11 月 13 日；東京． 

 

8) 久保田浩史、廣田達哉、大内宏之、市橋成夫、西田香織、三浦寛司、田中 治、

加藤武晴、山上卓士、西村恒彦. 先天性肝内門脈下大静脈短絡の１例. 第 278

回日本医学放射線学会関西地方会. 2004 年 11 月 13 日；大阪． 

 

9) 奥山智緒、牛嶋 陽、川瀬友子、西村恒彦．FDG-PET による incidentaloma

の発見．第 37 回日本核医学会近畿地方会．2004 年 7 月 10 日；京都． 

 

10) 西村元宏、島田順一、伊藤和弘、西山勝彦、奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦．

FDG-PET を用いた肺癌切除術式選択の可能性．第 44 回日本核医学会総会．

2004 年 11 月 4 日；京都．(心臓血管・呼吸器機能制御外科学との共同) 

 

11) 島田順一、西村元宏、伊藤和弘、西山勝彦、奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦．

FDG-PET による肺癌術後再発病巣の検出への試み．第 44 回日本核医学会総会．

2004 年 11 月 4 日；京都．(心臓血管・呼吸器機能制御外科学との共同) 

 

12) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、中井孝子、西村恒彦．アルツハイマー型

痴呆へ進行した mild cognitive impairment 症例の脳血流 SPECT 所見．第 44

回日本核医学会総会．2004 年 11 月 4 日；京都． 

 

13) 奥山智緒、牛嶋 陽、赤路眞佐子、坂井ゆかり、岡田忠幸、西村恒彦． CEA, 

CA19-9 上昇例における FDG-PET の有用性．第 44 回日本核医学会総会．2004

年 11 月 4 日；京都． 

 

14) 奥山智緒、川瀬友子、坂井ゆかり、岡田忠幸、牛嶋 陽、久保田隆生、大内 

薫、西村恒彦．FDG-PET におけるアーチファクトの一例．第 101 回核医学症

例検討会．2004 年 8 月 10 日；大阪． 

 

15) 西村元宏、島田順一、加藤大志朗、伊藤和弘、柳田正志、寺内邦彦、下村雅

律、西山勝彦、奥山智緒、西村恒彦．FDG-PET を用いた肺癌切除術式選択の



可能性．第 21 回日本呼吸器外科学会総会．2004 年 5 月 27-29 日；横浜．（心

臓血管・呼吸器機能制御外科学と共同） 

 

16) 奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦．教育展示 FDG-PET：Oncology PET 検診発

見症例(微小がん)．第 44 回日本核医学会総会．2004 年 11 月 4-6 日；京都． 

 

17) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、中井孝子、西村恒彦．脳血管障害症例に

おける後部帯状回血流低下．第 63 回日本医学放射線学会総会．2004 年 4 月

8 日；横浜． 

 

18) 久保田隆生、牛嶋 陽、中井孝子、奥山智緒、西村恒彦．低髄圧症候群の 2

例．第 37 回日本核医学会近畿地方会．2004 年 7 月 10 日；京都． 

 

19) 鈴木多佳子、谷池圭子、奥山智緒、西村恒彦．FDG-PET が診断に有用であっ

た悪性リンパ腫の一例．第 44 回日本核医学会総会．2004 年 11 月 6 日；京都． 

 

20) 中井孝子、久保田隆生、奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦、鈴木多佳子、谷池

圭子．骨転移における FDGPET と骨シンチの比較検討．第 44 回日本核医学総

会．2004 年 11 月 4 日；京都． 

 

21) 佐藤 修、松島成典、興津茂行、森下博之、伊藤博敏、西村恒彦. 急性腹症

における大網のCT所見. 第63回日本医学放射線学会総会. 2004月 4月8-10

日；横浜． 

 

22) 佐藤 修、松島成典、興津茂行、山下真寿男、川端健二、野崎太希、西村恒

彦. 腎門部の偽リンパ腫の 1例. 第 18 回腹部放射線研究会. 2004 年 5 月 29

日；松本． 

 

23) 山崎秀哉、小泉雅彦、西山謹司. 手術不能膵臓癌に対するゲムシタビン同時

併用放射線化学療法. 第 276 回日本医学放射線学会関西地方会(第 348 回レ

ントゲンアーベスト). 2004 年 1 月 17 日；大阪. 

 

24) 荒木信人、守田哲郎、中馬広一、矢澤康男、名井 陽、片桐浩久、杉浦英志、

小泉雅彦、中 紀文、橋本伸之、中西啓文、星 学、大西雅之、杉安謙仁朗. 

転移性骨腫瘍診療についての日整会研修施設アンケート結果報告と診療ガ

イドライン. 第 77 回日本整形外科学会学術総会. 2004 年 5 月 21 日；神戸. 



 

25) 小林加奈、小泉雅彦、坪倉卓司、牛嶋 陽、西村恒彦．中～高リスク前立腺

癌に対する内分泌療法併用局所簡易照射の治療成績．第 17 回日本放射線腫

瘍学会学術大会．2004 年 11 月 19 日; 千葉. 

 

26) 山崎秀哉、西山謹司、小泉雅彦、柄川千代美、菰池佳史、元村和由、稲治英

生、小山博記．乳癌乳房温存治療後の放射線肺臓炎．関西乳癌放射線治療研

究会．2004年2月28日；大阪． 

 

27) 縄田昌浩．マイクロガイドワイヤーによる機械的刺激の定量計測．第 20 回

日本脳神経血管内治療学会．2004 年 11 月 18 日；札幌． 

 

28) 赤田 渉、山田 惠、伊藤博敏、木津 修、西村恒彦．急性期脳梗塞における

遠隔部位での拡散異方性に関する検討．第 63 回日本医学放射線学会．2004

年 4 月 8 日；横浜． 

 

29) 赤田 渉、高橋 健．社会保険京都病院における造影 CT 検査同意書導入につ

いて．第 42 回日本社会医学会．2004 年 11 月 11 日；熊本． 

 

30) 伊藤博敏、後藤真理子、高畑暁子、木津 修、高田明浩、山田 惠、西村恒彦．

内腺領域発生前立腺癌のダイナミック MRI と拡散強調 MRI による描出．第 32

回日本磁気共鳴医学会大会．2004 年 9 月 17 日；滋賀． 

 

31) 加藤武晴、山上卓士、飯田茂晴、田中 治、廣田達哉、西村恒彦．CT 透視下

経皮的ドレナージの臨床的有用性．第 63 回日本医学放射線学会総会．2004

年 4 月 10 日；横浜． 

 

32) 田中 治、大野浩司、大野 崇、富岡秀夫、奈良佳典、清水誠治、西村恒彦．

十二指腸静脈瘤に対し B-RTO を施行した一例．日本血管造影・IVR 学会第 36

回関西地方会．2004 年 2 月 21 日；大阪． 

 

33) 増南輝俊、中島和広、徳弘光邦、中野泰彦，竹内義人．リンパ管造影にて治

療しえた術後乳糜瘻の 3例．第 33 回日本血管造影・IVR 学会総会．2004 年 5

月 7-8 日；東京． 

 

34) 奈良慶子、中島和広、徳弘光邦、中野泰彦、建部 敦、保田仁介．嚢性子宮



腺筋症に発生した腺癌の1例．第278回日本医学放射線学会関西地方会．2004

年 11 月 13 日；大阪． 

 

35) 松本知博、岡本将裕、中山雅夫、宮本裕二、源吉顕冶、加藤武晴．陰嚢内血

管腫の一例．第 277 回日本医学放射線学会関西地方会．2004 年 6 月 26 日；

大阪． 



Ⅶ．その他 

1) 西村恒彦．Challenge QUIZ 貴方も名医．Clinic Magazine 4 月号 41：

72-73,2004． 

 

2) 山田 惠．急性期脳梗塞の MRI 診断：最近の進歩．第 11 回関西脳 SPECT 研究

会．2004 年 2 月 28 日；大阪． 

 

3) 山田 惠．新しい中枢神経系の MR 撮像技術-Tractography を中心として-．第

80 回神経放射線カンファランス．2004 年 11 月 24 日；仙台． 

 

4) 山上卓士.TIPS.  府立医大 D6 病棟カンファレンス．2004 年 1 月 2 日；京都． 

 

5) 山上卓士. Usefulness of Günther tulip inferior vena cava filter placement 
during treatment for deep venous thrombosis of the lower extremity with 
interventional radiological procedures. 第15回京都府立医大・関連病院IVR

カンファレンス. 2004 年 5 月 10 日；京都． 

 

6) 山上卓士. 静脈系の IVR. 第 16 回京都府立医大・関連病院 IVR カンファレン

ス.2004 年 11 月 15 日；京都． 

 

7) 山上卓士．肺塞栓・下肢静脈血栓症 –下大静脈フィルターを中心に-． 府立

医大 D6 病棟カンファレンス．2004 年 12 月 7 日；京都． 

 

8) 山上卓士．CIRSE2004 インターネット速報．  

http://www.schering.co.jp/medical/woln/cirse2004/menu.html 

 

9) 奥山智緒．予防医学におけるＰＥＴ検診．第 5回京都機能画像懇話会．2004

年 8 月 28 日；京都． 

 

10)奥山智緒．機能画像でとらえる腫瘍．関東核医学画像処理研究会．2004 年 2

月 21 日；東京． 

 

11)奥山智緒．腫瘍診療における FDG-PET の役割．北近畿 IVR・画像診断勉強会．

2004 年 4 月 17 日；福知山． 

 

12)奥山智緒．Clinical PET が変える腫瘍臨床．第 5 回山陰データ処理研究会．



2004 年 9 月 4；松江． 

 

13)奥山智緒．FDG-PET の ABC．第 1 回肺癌を治す会．2004 年 9 月 11 日；京都． 

 

14)奥山智緒．消化器疾患における FDG-PET．京都消化器画像医会．2004 年 10

月 2 日；京都． 

 

15)奥山智緒．胸部疾患の診療に PET がどうかかわるか ―PET の有用性と限界

―．第 3回関西 PET 研究会．2004 年 12 月 4 日；大阪． 

 

16)伊藤博敏．腹部 MRI の現状と将来像．第 43 回京滋奈良画像医学研究会．2004

年 11 月 26 日；京都． 

 
17)伊藤博敏．腹部画像診断．京都消化器医会．2004 年 12 月 4 日；京都． 

 

18)加藤武晴．腎癌に対する RFA 治療．第 5 回京都 Uroradiology 研究会．2004

年 2 月 2 日；京都． 

 

19)加藤武晴．Percutaneous drainage under real-time computed tomography- 

fluoroscopy guidance．第 737 回京都府立医科大学学術集談会．2004 年 9 月

16 日；京都． 

 

20)増田仁美、池内希和、西山芳子、足立秀美、小牧裕昭、山崎千鶴子、佐藤裕

見子、小川史顕、上田美恵子、永濱治夫．子どもの虐待を考える．京都府保

健福祉環境等調査研究発表会．2004年1月15日；京都． 

 

21)小川史顕．高病原性鳥インフルエンザについて．福知山保健所教育講演．2004

年1月27日；福知山． 

 

22)小川史顕．学校結核検診について．福天加公立小・中学校結核対策委員会平
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